
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究のきっかけ 

２０２１年に開催された気候変動枠組条約締約

国会議（ＣＯＰ２６）で、日本が化石賞という、温

暖化対策に消極的だった国に与えられる不名誉な

賞を受賞したということをニュースで知り、興味

を持ち、滋賀大学教育学部附属中学校の総合的な

学習の時間に「BIWAKO TIME」で研究することに決

めました。 

「BIWAKO TIME」はベースルームといった、取り

組む研究テーマの分野にわかれた教室に、１～３

年生がわかれて学習します。私は生活文化を研究

するベースルームに所属し、環境先進国といわれ

る国々ではどのような生活習慣があるのか、日本

でもやるべきことや私たちができることは何かを

知りたいと思い、個人のレポートを作成しました。 

 

2 活動の流れ 

7 月には、自分と同じように CO２削減をテーマ

に研究に取り組んでいる１・２年生を集めてどの

ような「問い」でレポートを書いたのかを交流し、

２学期からのグループづくりで CO２削減をテーマ

にしたグループが組めるようにそれぞれががんば

るように呼びかけました。 

２学期はじめの８月の下旬に、「BIWAKO TIME」

でのグループ作りがありますが、そこでは私のグ

ループをふくんだ２つのグループが CO２削減をテ

ーマに研究に取り組むことになりました。 

１つのグループは自然科学のベースルームに所

属していて、「現在の滋賀県や琵琶湖の自然や資源

を使って持続可能な社会を創るにはどうすればよ

いか。」という「問い」をもとに調査研究を行いま

した。私たちのグループは「琵琶湖を取り巻く環

境を守るための条例を新しく作るとしたら何か」

という「問い」をまず立てて、調査研究を行いまし

た。 

 ９月から１０月にかけて調査研究活動をおこな

い、１１月には発表をおこないました。 

 

３ 取組の成果 

 私たちのグループは調査研究を進めたり、社会

科で学習したことを整理したりしていくうちに、

滋賀県には環境についてのいろいろな条例がある

ことがわかりました。また、環境に関する問題が

変化している現代に、今ある滋賀県や琵琶湖の環

境を守るための条例は本当に適しているのかとい

う疑問がわきました。そして、そこでグループの

「問い」を「滋賀県や琵琶湖の環境を守るための

条例は今の環境に適しているのか。また、新しく

作るとしたらどのような条例が必要か。」に変えま

した。 

 まず、滋賀県の「滋賀県 CO₂ネットゼロ社会づ

くりの推進に関する条例」について学習しました。

環境について進んでいる国にはどのような取組が

あるのかについて知るために、フィンランド、デ

ンマーク、スウェーデンの政策を調べると、炭素

税という税金の制度があるということや、CO2排出

削減の目標が高く設定されていること、再生可能

エネルギーへの転換が進んでいるということがわ

かりました。そこで、それらの事例を詳しく紹介

して、「滋賀県 CO₂ネットゼロ社会づくりの推進に

関する条例」という新しい条例はあるけれども、

滋賀県でもそれらの国々を参考にする必要がある

のではないかと結論づけました。 

 「BIWAKO TIME」では、自分たちの研究が SDGｓ
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取組の概要について 

私たちが通う滋賀大学教育学部附属中学校では、総合的な学習の時間に「BIWAKO 

TIME」という全学年が取り組む授業があります。自分たちで設定したテーマに沿って、探究

の学習をします。そこで、CO２排出の減少につながる資源の活用について研究し、学習し

たことを発表して、CO２排出の削減を呼びかけることにしました。 

(様式３) 



の１７のゴールのどれに関連するのかを考えなけ

ればなりません。私たちは「13, 気候変動に具体的

な対策を」の他に、「７, エネルギーをみんなにそ

してクリーンに」「11, 住み続けられるまちづくり

を」を選びました。 

最後にグループの発表に使用したスライドの一

部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 活動を終えて 

 時間が限られた活動では、メンバーとの役割分

担や情報共有について難しく感じるところもあり

ました。中学生みんなにこの問題の大切さを伝え

るには事前の知識をもっとわかりやすく説明する

必要があるのだなと感じました。広報活動が大切

と結論づけたけれど、それは簡単なことではない

ともわかりました。 

 この活動に取り組むまでも、エコな生活になる

ように個人でできるような工夫はすでにしていま

した。活動を終えてから、テレビのドキュメンタ

リーで海外の CO２削減についての番組を見て、調

べた内容がリアルにわかると、思い描いているよ

りもずっと進んでいて驚きました。個人の工夫を

しているだけではだめだと思いました。広報はた

いへんだけれども、工夫の輪をひろげていったり、

国や自治体単位の制度の必要をうったえたりする

ことの大切さを実感しました。 

 

５ 今後に向けて 

 滋賀大学教育学部附属中学校の総合的な学習の

時間には「BIWAKO TIME」のほかに３年生の「科学

技術の時間」という授業があります。その授業の

中で、私たちの発表スライドを動画にしたものを

流してもらいます。それだけでなく、学校のホー

ムページでその動画を公開して、滋賀県の CO２排

出の削減に向けての取組を紹介していく予定です。 
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